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＜論文の内容の要旨＞ 
本論文は、日本の〈外地〉文学（1930～40 年代）に描かれた阿片問題を通して、〈外地〉
文学の特色とその意味について考察したものである。従来の日本近現代文学において、正
面からこの問題を論じた研究は、ほとんどないと言ってもよい。以下に本論文の要旨を述
べたい。 
 第一章で扱った黒島伝治は日本のプロレタリア作家であり、その代表作である「武装せ
る市街」において、〈外地〉の日本人居留民が軍と結託し、阿片の商売に手を染めているさ
まを描いている。本論では、作品の下地となった黒島の中国行や、梅原北明の『グロテス
ク』での黒島の活動を明らかにして行く。作品で黒島は、〈内地〉における被抑圧者であっ
た日本人たちが、生活のために〈外地〉で阿片を扱うことで、中国人や「朝鮮人」への抑
圧者とならざるをえないというパラドキシカルな構造を捉えている。また、この作品は日
本のみならずイギリスをはじめとする国々が持ち込む阿片についても告発しており、「武装
せる市街」は戦前、戦後(GHQ)にわたり二度の発禁処分を受けている。皮肉なことだが、こ
うした事実こそが作品の批判性を証明しているとも言える。 
 第二章で取り上げた堀田昇一は、作品「モルヒネ」において「朝鮮人」、あるいは「在日
朝鮮人」労働者が日本のモルヒネに犯され、労働の再生産システムに組み込まれて行く様
を描いている。本論では、堀田がアナキストから組合運動家へと成長して行く姿を追い、
作品が当時の加入していた「関東自由労働者組合」のモルヒネ反対運動に裏付けられてい
ることを明らかにしている。「関東自由労働者組合」は、日本人労働者と半数の「朝鮮人」
労働者によって組織されており、堀田が「モルヒネ」で示した「朝鮮人」労働者たちへの
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眼差しは、こうした彼の組合運動家としての経験によって養われたことがわかる。 
 第三章で考察している呂赫若は、「台湾人」の日本語作家である。呂赫若については、近
年垂水千恵や西成彦によって植民地作家というだけではなく、日本の支配体制へのしたた
かな批判性をもった作家として再評価が進められている。「台湾」では同時代、「台湾文化
協会」の頼和らを中心に、「台湾阿片漸禁政策」への反対運動が起こっていた。「台湾阿片
漸禁政策」とは、「台湾」の阿片を制限するという名目のもとに打ち出された、日本による
阿片の専売政策である。呂赫若は、頼和のような正面からの批判こそしなかったが、その
代表作である「逃げ去る男」、「合家平安」で阿片によって崩壊して行く一家を描き、また
阿片で日本に利用される「台湾」を父/養子という擬似血縁関係のしがらみに仮託して訴え
ている。 
 第四章で論じている「満州文学」作家たちも、それぞれ植民地作家という立場でありな
がら、当局の目をうまくかわしつつ、阿片とモルヒネの蔓延る「満州国」を描いている。
本論で扱う爵青「大観園」は、その代表とも言える作品であり、「満州国」の地図にすら表
記されない「満州国」の暗部「大観園」を描くことで、「満州国」阿片政策の荒んだ実態を
明らかにし、またそこに住む人々を抑圧する存在としての「満州国」官吏を描出している。
翌年、「満州国警務総局」にいた佐藤慎一郎は「大観園」とうルポルタージュを試みている
が、その内容と比べ、爵青の「大観園」には「満州国」に住む貧しい人々への眼差しに満
ちている。 
 第五章では、高見順の作品「いやな感じ」、「麻薬」を分析、考察しており、アナキスト
から転向し、〈外地〉へと進出して行った大陸浪人砂馬慷一と阿片との関係を追いながら、
こうした彼らの戦争犯罪を戦後において再び問いかけた作品である。高見順の戦後作品に
は、プロレタリア文学運動からの転向と戦争協力という後ろめたさが多く存在している。
本論では、この後ろめたさを発条とし、自らを昭和史の語り部とした高見順が、阿片をテ
ーマとして描写するに至る過程を考察している。そこに浮上するのは、高見が上海で会っ
た佐々木四郎という元アナキストの大陸浪人であり、高見は彼の人生を自らの人生と重ね
ることで、日本の阿片政策による戦争責任を改めて追及しようとしていたのである。 
 以上、本論は第一章では中国(旧占領地)、第二章では「朝鮮」、第三章、第四章では、「台
湾」、「満州」、第五章は、上海と、アジアの各地における阿片の問題を追って分析、論究し
ている。日本の阿片問題を、それを批判した文学者たちの側から捉えることにより、日本
近現代文学、ことに〈外地〉文学と呼ばれるこれらの作品の特色とその意味について考察
し、位置づけることが本論考の主旨である。 
 なお、こうした本論の前に序章があり、後に結章が付されている。 
 
＜論文審査の結果の要旨＞ 
本論文の審査には、主査瀧本和成教授、副査中西健治教授、副査木村一信教授(プール学
院大学)の三名があたった。従来、日本の近現代文学作品、とくに〈外地〉文学と呼ばれる
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作品群の中に、阿片についての記述や描写を含んだ作品が数多くあるのだが、その阿片に
纏わる問題を作品のテーマや問題点と絡めて十分に論じた研究は、ほとんどなかった。本
論文は、そこに主たる論点を置いて、作品の中で阿片問題はどのように扱われ、それが作
品のもつ意義やテーマといかに関わっているのかを論じている。視点として優れていると
ともに、問題設定も新しさをもっている。さらに、阿片問題を作品中に取り上げることの
なかに、作者の日本の政府や軍部、GHQ などへの批判性を見てとろうとしている点も姿勢
として評価できる。 
 本論全体を五つの章に分け、まず我が国のプロレタリア文学を代表する作家の一人であ
る黒島伝治を取り上げ、その代表作「武装せる市街」を第一章において論じ、第二章では
マイナーなプロレタリア文学作家ではあるが、まさに阿片やモルヒネといった問題を正面
から題材にした堀田昇一「モルヒネ」を分析、考察している。そして第三章では、当時日
本の植民地であった「台湾」の日本語作家呂赫若の作品を中心に考究し、第四章において
は、旧「満州」地区での日本語文学活動の担い手であった作家たちの作品を論究し、第五
章では転向作家の一人であり、戦時下日本との関わりをもった高見順の作品を詳細に検討
し考察している。こうした本論文の構成は、その問題意識を明確に具体化していて、当時
の東アジア地域への日本の政治的・軍事的・経済的侵略と相俟って阿片問題が存在してい
たことを、相対的にうまく捉えていると言える。そのうえで作品として優れているところ
や逆にその(反面の)限界性、あるいは物足りなさも併せて精緻に論じている。 
最後に、阿片問題を視軸にすえての作家･作品というあまり先行研究の積み重ねのない領
域を論じているため、いくつか論証の際不十分な箇所が見受けられたということ。新資料
(黒島伝治の「中国行」に関するもの等)を踏まえての創見も提示しているが、それを表に
纏めたりすることによって今後の研究に活用されるための工夫を加えれば、より一層評価
が高まったと思われる点を指摘しておきたい。しかしながら、それらの課題点は聊かも論
全体を損なうものではなく、本論考が創意に満ちた優れた博士論文として高い水準にある
ことは、審査委員の一致した意見であった。 
 
＜試験または学力確認の結果の要旨＞ 
 本論文の公開審査は 2012 年６月 30 日（土）14 時から 16 時まで、末川記念会館第二研
究会室にて行われた。審査委員会は、本学大学院文学研究科人文学専攻博士課程後期課程
の在学期間中における学会発表などの様々な研究活動、また公開審査の質疑応答を通して
博士学位に相応しい能力を有することを確認した。また、本論文中に翻訳されている漢文
資料の解読分析から中国語についても高い水準にあることを確認した。英語の論文要旨も
正確であり、英語の能力も十分であることが示された。したがって、以上の点を総合的に
判断して、本論文は、本学学位規程第 18 条第 1 項に基づいて、「博士（文学 立命館大学）」
の学位を授与することが適当であると判断する。 
